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♪鹿児島県国際交流協会の各種講座♪ 

VOL.264/October 2023 

あなたのスキルを活かしませんか？ 

日本語教育人材養成研修会  

外国人のための日本語指導の基礎的な知識や   

技術を身につけるための総合的な講座です。 

「日本語ボランティア入門講座（全３回）」          

「日本語ボランティアスキルアップ講座（全６回）」           

「日本語教師のためのスキルアップ講座（全２回）」 

♦日 程：11月下旬～2月下旬の日曜日    

♦場 所：かごしま県民交流センター 会議室 A 

♦講 師：田中 芳 氏（KBCC日本語学科主任教員） 

♦費 用：無 料 

☆募集開始は 10月下旬予定  

（詳細は HPをご覧ください。）  

     【問合せ・申込】099-221-6620 

 

 

ベトナム文化を知って,ベトナム料理を作ろう！ 

ベトナム理解講座            

１１/１２（日）１０：００～１４：００ 

♦場 所：かごしま県民交流センター5階    

調理実習室 

♦参加費：無 料 

♦対 象：県内在住高校生以上 

♦定 員：２０名（先着順） 

☆事前申し込みが必要です 

☆申込受付中！ 

☆エプロン・三角巾をご持参ください 

     【問合せ・申込】099-221-6620 

 英語絵本のよみかたり講座 

♦対 象：3～5歳までのお子さま  

♦定 員：親子 8組（要申込・参加費無料） 

 

10月 15日(日) 10月 28日(土) 11月 5日(日) 11月 18日(土) 

【会場】 【会場】 【会場】 【会場】 

志布志市立図書館

志ふれあい交流館 

薩摩川内市国際交流

センター2階会議室 

大和村防災センター ちらん夢郷館 

【お問合せ】 

志布志市役所    

コミュニティ推進課 

【お問合せ】 

薩摩川内市    

国際交流協会 

【お問合せ】 

大和村役場   

企画観光課 

【お問合せ】 

南九州市立   

知覧図書館 

099-472-1111 0996-22-7740 0997-57-2117 

 

0993-83-4939 

 

イギリス人 CIRジョーさんと一緒に Let's enjoy English ♪ 

志布志市 薩摩川内市 大和村 南九州市 
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Email：kia6@kiaweb.or.jp 

で暮らして」
鹿児島県の在住外国人の数は，年々増加傾向にあります。『国際交流ひろば』では， 

鹿児島で頑張る在住外国人の鹿児島での暮らし等についてご紹介しています。  

今回は，県内在住オーストラリアご出身のダミアン ヒルさんをご紹介します。 

  
  

出身地について教えてください。  

日本に初めてきたのはいつですか？  

 鹿児島に住み始めたのはいつで、なぜですか？  

 日本語の習得はどのような方法でできましたか？  

 鹿児島弁がとても上手ですが、どうやって勉強しましたか？  

 お仕事のことを話してください。  

 クカはどういう意味ですか？  

 ここではすべて英語でコミュニケーションをしますか？  

 最後に、これからの目標を教えてください。  

  

ダミアンさんについて教えてください。 

 私はダミアン ヒルです。妻と

二人で鹿児島に住んでいます。

家族は３人ですが、息子は東京

にいます。鹿児島に来てからも

う２２年ですね。以前は通訳・翻

訳、英会話講師を経て、地元の

放送局のラジオやテレビのタレ

ント・リポーターを経て現在は   

   World Active Co.Ltd 代表をしています。 

 鹿児島弁はまだまだ勉強中ですが、生活は慣れました。鹿児

島市の子どもの英語力を高めることに力を注いています。 

 

    

  私はオーストラ

リアのナランデラ

というところの出

身です。ナランデ

ラはオーストラリ

アのニューサウ

スウェールズ州

南部のリバリー

ナ地域にある、海からかなり離れた内陸の小さな町です。とて

も美しいマランビジー川に隣接するニューウェルハイウェイと

スタートハイウェイの交差点にあり、マランビジー灌漑地域へ

の玄関口として、皆よく知っている町です。 

 

  

  初めて来日したのは高校卒業後、交換留学生として日本に

来ました。山口に滞在しましたね。そしてその後、ワーキングホリ

デービザを取り日本にまた来て、京都市・滋賀県・札幌市・千

葉県・山口県に住みました。この時に、日本の４７都道府県をす

べて回ることができました。ワーキングホリデービザが切れる一

週間前、大津市でお世話になったホストファミリーのおかげで、

最後の徳島県と高知県に行けたのです。日本の各地を旅し、色

んな人と出会い、日本をとても満喫できました。 

 

    

  日本全国を回った時、多くの人から聞いた話があります。方言

の中で鹿児島弁が一番難しい！と。それで鹿児島弁に興味を持

ちました。そして、オーストラリアで出会った妻が鹿児島県の出身

で、２００１年に、鹿児島に来て、住むことになったのです。アウトド

アが好きな私には鹿児島での生活はとても満足しています。 

 

 

  はじめは日本語があまりわからず日本に来ましたが、ホーム

ステイ先の家族や周りの方々に少しずつ教えてもらいました。そ

してオーストラリアに帰る前、記念に CD ショップで The Blue 

Heartsの CDを 2枚買い、彼らの歌を聞きながら日本語を学

びました。そして、二度目に日本に来た時、聞いた歌の歌詞から

の日本語が日常生活で聞き取れた！その時の楽しみが日本語

の勉強につながりましたね。はじめは意味が分からず聞いた歌

でしたが、だんだん日本語の意味が分かり、使えるようになった

のです。生活・環境からの勉強で習得しました。 

 

 

  そうですね。まず、自分にとって日本語の方言は面白いです。

オーストラリアの英語はあまりなまりとか、方言がないですね。そ

れで、同郷の人と地元ではないところで、方言でお互いを認識

し、出会う時のうれしさがあまりないです。片や日本人にとって

故郷から出て、地元の方言を外で聞くとすごくうれしいじゃない

ですか。そのうれしさはなかなか英語ではないですね。そのなか

で鹿児島弁、鹿児島弁はイントネーションも独特、単語もちがう

ことから色んな都道府県の人から難しい方言！と言われたので、

興味はありました。オーストラリアで出会った妻が鹿児島人で

あることもあり、今は鹿児島弁にずいぶんなれました。妻の家族

のおかげです。子どもが生まれたとき、自分と子どもどっちも同

じレベルで鹿児島弁にふれ、慣れ学びましたね。今も、まだわか

らないことがたくさんあります。 

 

 

  日本でのワーキングホリデーを終え、オーストラリアに戻って

からは日本語を使う仕事をしました。そして、ケアンズ（Cairns）

に国際空港ができていて、日本語を使う仕事ができるかと思

い、約６年間ケアンズに住みましたね。グレート・バリア・リーフ

があり、海がとてもきれいなところです。ここでずっと日本語を

使う仕事をしました。日本からの観光客が多い、珊瑚の島であ

るグリーンアイランドのリゾートで働き、ケアンズの不動産業で

も働いたんです。 

  鹿児島に来てからは逆に英語を使う仕事をしてきました。翻

訳や通訳、そして英語を教えることに携わり、今も英語を教える

仕事をしています。オーストラリアにいるとき、オーストラリアに

住む日本人家族の子どもに英語を教えた時、子どもの英語力

の成長を目のあたりにしたことから、２００４年、こどもを対象に

した「クカキッズイングリッシュハウス」を開校、認可外保育施

設である「鴨池インターナ

ショナルキンダーガーテン」

も開園して、幼児英語教育

に力を注いできました。現

在は４人の外国人スタッフ、

４人の日本人スタッフで運

営しています。来年で２０周

年を迎えます。 

 
 

  クカはキャラクターにもありますが、クカバラ（Kookaburra）

という、オーストラリアを代表する鳥です。鳴き声が独特でとて

も面白いです。オーストラリアに

帰った時クカの鳴き声が聞こえ

ると「あ、今オーストラリアにいる

よね、帰ってきているね」と思い

ます。（笑） 

 

 

 

 そうです。子どもたちとのコミュニケーションはすべて英語で

行っています。講師はイギリス、アメリカ、オーストラリア出身で

あるため、英語での表現が異なる場合がありますが、子どもた

ちにはそれも一つの環境として自然に英語を聞き取り、英語に

なじむようにしています。 

 保育中・レッスン中のコミュニケーション、歌、遊び、食事、絵

本、ビデオ、行事練習など、すべて英語で対応しています。 

 あ、保護者の皆さんとのコミュニケーションは日本語で行いま

すね。 

 

 

  来年、２０周年を迎えることからより頑張っていきたいと思い

ます。また子どもたちがより英語を身近に感じ楽しむ環境を作

りたいと思ってます。プレイグ

ラウンドが間もなく完成しま

すので、外で体を動かし、英

語と同時にスポーツやゲーム

も学ぶことをさせたいです

ね。そして、個人的には鹿児

島弁ももっと頑張りたいです

ね。  

©クカキッズイングリッシュハウス 
©Patrick Rolands 

©VisitNSW.com・official tourism site for Destination NSW. 

ナランデラの風景 



   

か
つ
て
か
ら
外
国
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
鹿
児
島
。
鹿
児
島
に
居
な
が
ら
に
し
て
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。  

  
 
  

  
  

 

今
回
は
，
鹿
児
島
市
に
あ
る
仙
厳
園
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
に
向
か
い
，
国
内
外
の
人
の
動
き
が
戻
っ
て
き
た
。
ク
ル
ー

ズ
船
の
鹿
児
島
入
港
も
活
発
に
な
り
，
街
を
歩
い
て
い
て
も
欧
米
系
と
お
ぼ

し
き
ツ
ー
リ
ス
ト
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
歩
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
号
は
，
そ
ん
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
も
人
気
が
高
い
歴
史
的

庭
園
「
仙
巌
園
」
を
取
り
上
げ
る
。
同
園
の
観
光
交
流
課
の
課
長
さ
ん
で
あ

る
岩
川
拓
夫
学
芸
員
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
園
内
を
廻
っ
た
。 

〔
鹿
児
島
の
名
勝
仙
巌
園
〕 

仙
巌
園
は
，
鹿
児
島
市
か
ら
姶
良
市
に
向
か
う
国
道
１
０
号
線
沿
い
に
あ

る
大
き
な
和
風
庭
園
で
，
薩
摩
藩
主
島
津
家
の
別
邸
と
し
て
江
戸
時
代
初

期
に
建
設
さ
れ
た
。
目
の
前
の
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
雄
大
な
桜
島
を
借
景
と
す

る
庭
園
は
，
風
致
景
観
が
す
ぐ
れ
，
芸
術
上
ま
た
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も

の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
か
ら
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
仙
巌
園
の
あ
る
場
所
は
，
今
で
こ
そ
南
側
を
国
道
と
Ｊ
Ｒ
線
路
が
走
っ

て
い
る
が
，
江
戸
時
代
の
頃
は
庭
園
の
す
ぐ
目
の
前
ま
で
海
が
迫
り
，
背
後
に

は
峻
険
な
岩
山
が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
，
当
時
の
「
三
国
名
勝
図
会
」
に
は

「
山
に
靠
（
よ
）
り
，
海
に
臨
み
，
別
館
を
構
へ
，
仙
厳
喜
鶴
亭
と
名
づ
く
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
仙
巌
園
」
と
い
う
名
称
は
，
中
国
江
西
省
に
あ
る
龍

虎
山
の
仙
厳
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

〔
中
国
と
の
ゆ
か
り
〕 

当
時
の
薩
摩
藩
は
琉
球
と
親
密
な
関

係
に
あ
り
，
琉
球
を
通
じ
て
諸
々
の
中
国

的
な
文
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
，
そ
の

影
響
は
こ
の
仙
巌
園
の
庭
園
造
成
の
中

に
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
，
園

の
背
後
に
聳
え
る
岩
山
に
大
き
く
刻
ま

れ
た
大
き
さ
約
１
１
メ
ー
ト
ル
の
「
千
尋

巌
」
の
３
文
字
。
こ
れ
は
１
８
１
４
年
，
２

７
代
当
主
斉
興
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
，
高
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
足
場

を
組
ん
で
３
ヶ
月
の
日
数
と
延
べ
３
，
９
０

０
人
の
人
夫
を
要
し
た
と
い
う
が
，
こ
の

よ
う
に
岩
に
文
字
を
刻
む
手
法
は
中
国

式
庭
園
に
見
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。
ま

た
，
歴
代
の
島
津
家
当
主
が
別
邸
と
し
て

（
あ
る
い
は
本
邸
と
し
て
）
起
居
し
た
住

ま
い
で
あ
る
御
殿
を
廻
っ
て
見
る
と
，
き
れ
い
な
金
魚
が
泳
ぐ
中
庭
の
お
池
の

底
が
八
角
形
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
が
，
こ
れ
は
古
代
中
国
の
易
の
文
化
か

ら
生
ま
れ
た
八
卦
思
想
に
基
づ
く
造
作
と
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
，
庭
園
の
一
角
に
は
，
江
戸
時
代
初
期
に
琉
球
王
国
か
ら
薩
摩
藩

主
に
贈
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
望
嶽
楼
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
る
が
，
中
国

の
古
式
建
造
物
の
情
緒
に
富
む
こ
の
建
物
（
楼
）
は
広
さ
約
２
０
平
方
メ
ー

ト
ル
，
屋
根
は
四
注
連
瓦
葺
で
，
壁
は
な
く
四
方
と
も
解
放
，
床
に
は
中
国
秦

時
代
（
紀
元
前
３
世
紀
）
の
阿
房
宮
（
始
皇
帝
が
建
造
し
た
宮
殿
）
の
床
瓦

を
模
造
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
磚
（
せ
ん
）
」
が
２
７
３
枚
敷
き
詰
め
ら
れ
て

お
り
，
内
部
に
は
中
国
東
晋
時
代
（
４
世
紀
）
の
書
道
家
王
羲
之
の
書
を
模

し
た
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
楼
は
薩
摩
藩
主
が
琉
球
使
節
と
面
接

す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
，
こ
こ
で
錦
江
湾
の
さ
ざ
波
の

音
を
聞
き
な
が
ら
背
後
の
山
々
を
仰
ぎ
見
て
，
焼
酎
や
泡
盛
を
酌
み
交
わ
し

て
い
た
と
し
た
ら
，
ど
れ
ほ
ど
風
情
に
富
ん
だ
も
の
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

〔
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
の
来
訪
〕 

仙
巌
園
は
，
幕
末
か
ら
近
代
に
お
い
て
は
欧
米
諸
国
の
要
人
た
ち
も
多
く

訪
れ
て
い
る
。 

幕
末
の
１
８
６
３
年
に
起
こ
っ
た
薩
英
戦
争
の
後
，
薩
摩
藩
は
「
昨
日
の

敵
」
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
急
接
近
し
て
い
く
。
ま
た
，
イ
ギ
リ
ス
も
徳
川
将
軍

と
の
み
の
外
交
交
渉
か
ら
薩
長
雄
藩
に
も
配
慮
し
た
対
日
政
策
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
を
背
景
に
，
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
年
）
，
薩
英
戦
争
の
和

平
交
渉
の
成
立
を
経
て
，
薩
摩
藩
の
要
望
に
応
え
る
形
で
，
イ
ギ
リ
ス
公
使

パ
ー
ク
ス
が
鹿
児
島
を
訪
問
す
る
。
６
月
１
６
日
に
鹿
児
島
に
入
る
と
，
２
９

代
当
主
忠
義
や
そ
の
父
久
光
，
家
老
の
小
松
帯
刀
ら
が
盛
大
な
歓
待
で
パ
ー

ク
ス
を
も
て
な
し
た
。
仙
巌
園
で
開
催
さ
れ
た
宴
に
は
，
初
日
に
は
４
０
品
以

上
に
の
ぼ
る
日
本
料
理
が
供
さ
れ
，
そ
の
翌
日
は
西
洋
料
理
で
と
い
う
風
に
，

滞
在
約
１
週
間
の
間
，
ま
さ
に
下
に
も
置
か
ぬ
歓
迎
ぶ
り
を
受
け
た
。
特
に

西
洋
料
理
で
は
（
恐
ら
く
島
津
家
中
で
は
ご
く
手
慣
れ
た
料
理
で
あ
る
）
豚

の
丸
焼
き
３
頭
が
食
卓
に
上
っ
た
と
い
う
か
ら
，
パ
ー
ク
ス
一
行
も
驚
い
た
に

違
い
な
い
。
一
方
で
，
久
光
や
忠
義
親
子
は
こ
の
と
き
，
生
ま
れ
て
初
め
て
パ

ー
ク
ス
た
ち
と
「
握
手
」
と
い
う
西
洋
風
の
挨
拶
を
体
験
し
，
大
い
に
戸
惑
っ

て
い
る
。
「
異
文
化
理
解
（C

ro
s
s
-
c
u

ltu
ra

l 
u

n
d

e
rs

ta
n
d

in
g

）
」
の
大
切
さ
は
，
昔

も
今
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
，
現
在
，
御
殿
の
謁
見

の
間
に
は
，
パ
ー
ク
ス
公
使
歓
迎
の
宴
に
並

べ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
を
再

現
し
た
食
卓
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
あ

で
や
か
な
彩
色
を
放
つ
薩
摩
切
子
が
見
事

だ
。
「
薩
摩
の
迎
賓
館
」
と
し
て
大
人
数
の

外
国
賓
客
が
居
並
び
，
見
事
に
手
入
れ
さ

れ
た
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
豪
華
な
食
事
を

楽
し
む
様
は
さ
ぞ
壮
麗
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

な
お
，
謁
見
の
間
の
天
井
に
は
，
明
治
１
７

年
の
改
築
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
に
特
注
し
て

調
達
し
た
島
津
の
家
紋
入
り
の
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
ラ
ン
プ
も
上
品
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。 

ち
な
み
に
，
パ
ー
ク
ス
公
使
は
こ
の
鹿
児
島
訪
問
時
に
，
英
艦
プ
リ
ン
セ
ス
・

ロ
イ
ヤ
ル
号
上
で
西
郷
隆
盛
，
松
木
弘
安
ら
と
会
談
を
行
い
，
西
郷
ら
の
真

意
を
確
認
し
て
，
以
後
，
イ
ギ
リ
ス
は
薩
長
を
援
助
し
，
日
本
の
統
一
的
政

権
樹
立
を
目
指
す
と
い
う
合
意
を
得
た
。
歴
史
の
大
き
な
歯
車
が
一
段
回
っ

た
出
来
事
だ
っ
た
。 

〔
明
治
に
は
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
も
〕 

明
治
維
新
を
経
て
明
治
２
４
年
（
１
８
９
１
年
）
に
は
，
後
に
ロ
シ
ア
帝
国

最
後
の
皇
帝
と
な
る
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
が
仙
巌
園
を
訪
れ
て
い
る
。
皇
太
子

は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
行
わ
れ
る
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
起
工
式
に
参
列
す
る
途
中

で
日
本
を
親
善
訪
問
し
，
長
崎
な
ど
を
回
っ
た
の
ち
，
鹿
児
島
に
入
っ
た
。
仙

巌
園
に
は
半
日
滞
在
し
て
い
る
が
，
そ
の
際
に
は
当
主
忠
義
の
嫡
男
が
先
導

す
る
武
者
行
列
や
騎
射
武
芸
な
ど
を
皇
太
子
に
披
露
し
，
も
て
な
し
て
い

る
。
そ
の
後
，
皇
太
子
が
１
８
９
６
年
に
ロ
マ
ノ
フ
朝
皇
帝
に
即
位
し
た
際
に

は
，
当
時
の
１
２
代
沈
壽
官
作
の
大
き
な
薩
摩
焼
蓋
付
壷
一
対
が
忠
義
か
ら

贈
ら
れ
た
。
現
在
，
御
殿
の
一
室
に
は
，
当
代
（
１
５
代
）
沈
壽
官
氏
に
よ
り

復
元
製
作
さ
れ
た
見
事
な
壷
一
対
が
展
示
さ
れ
て
お
り
，
威
容
を
誇
っ
て
い

る
。
表
面
は
四
季
折
々
の
草
木
の
絵
で
き
ら
び
や
か
に
彩
ら
れ
，
正
面
に
は
ロ

シ
ア
皇
帝
の
王
冠
と[H

]

の
文
字
が
描
か
れ

て
い
る
が
，
こ
れ
は
ニ
コ
ラ
イ
を
表
す
キ
リ
ル

文
字
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
こ

と
に
祝
賀
の
心
が
溢
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
作
品
で
あ
る
。 

〔
明
治
日
本
の
産
業
革
命
を
主
導
〕 

と
こ
ろ
で
，
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
）
は
ど
う

し
て
明
治
維
新
の
際
に
，
あ
れ
ほ
ど
の
力
を

発
揮
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
，
ほ
と
ん
ど
の
人
が
恐
ら
く
２
８
代
当
主

斉
彬
の
名
前
を
挙
げ
る
だ
ろ
う
。
「
二
つ
び

ん
た
（
頭
が
二
つ
あ
る
）
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
，
極
め
て
英
明
な
人
物
で
，
当
時
の
世
界

情
勢
や
隣
国
中
国
の
境
遇
な
ど
を
つ
ぶ
さ

に
情
報
収
集
・
分
析
し
，
欧
米
諸
国
の
植
民

施
策
に
対
抗
す
る
に
は
軍
備
を
含
め
た
国

力
の
充
実
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
痛
感

し
た
。
そ
し
て
，
藩
主
の
座
を
手
に
入
れ
る
と
，
早
速
，
海
軍
力
強
化
の
た
め

の
造
船
事
業
を
手
始
め
に
，
製
鉄
の
た
め
の
反
射
炉
や
溶
鉱
炉
，
大
砲
の
穴

を
開
け
る
鑽
開
台
を
建
設
し
て
い
る
。
ま
た
，
殖
産
の
た
め
の
紅
色
ガ
ラ
ス
の

製
造
（
現
在
の
薩
摩
切
子
に
繋
が
る
。
）
，
陶
磁
器
製
造
，
木
炭
製
造
，
電
信

器
・
ガ
ス
灯
・
蒸
気
機
関
の
研
究
な
ど
，
ど
れ
も
当
時
と
し
て
は
実
に
先
進
的

で
重
要
な
各
種
事
業
を
興
し
，
こ
れ
ら
の
工
場
群
を
集
成
館
と
名
付
け
た
。

こ
の
集
成
館
事
業
は
，
斉
彬
の
死
後
，
一
時
縮
小
す
る
が
，
薩
英
戦
争
後
，
再

び
外
国
技
術
者
の
招
聘
や
設
備
導
入
が
進
め
ら
れ
，
明
治
維
新
の
原
動
力

と
も
な
り
，
そ
の
後
の
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
し
て
現
代
に
至
り
２
０
１
５
年
，
こ
の
旧
集
成
館
や
木
炭
製
造
の
た
め

の
寺
山
炭
窯
跡
な
ど
の
県
内
遺
産
を
含
む
，
九
州
・
山
口
を
中
心
と
し
て
現

存
す
る
遺
産
群
が
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

今
，
仙
巌
園
の
入
口
を
入
っ
て
右
手
側
に
は
「
世
界
文
化
遺
産
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
整
備
さ
れ
，
薩
摩
の
近
代
化
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
反
射
炉
の
復
元
模
型
が
展
示

さ
れ
，
そ
の
内
部
構
造
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
，
江
戸
時
代
の
姿
を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
，
目
を
外
に
転
ず
る
と
，
一
面
ガ
ラ
ス
張
り
の

窓
か
ら
は
，
基
礎
部
分
が
残
る
実
物
の
反
射
炉
跡
が
一
望
で
き
，
ま
ぶ
し
い

光
の
中
で
そ
こ
に
高
く
聳
え
る
炉
の
煙
突
が
見
え
る
よ
う
だ
。 

〔
現
代
の
”
迎
賓
館
”
〕 

当
稿
の
取
材
の
た
め
に
園
内
を
巡
っ
て
い
る
と
，
あ
ち
こ
ち
か
ら
日
本
語
で

は
な
い
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。
古
く
は
日
本
の
海
外
に
向
け
て
の
「
南
の
玄

関
口
」
と
い
わ
れ
た
薩
摩
の
中
で
外
国
客
を
迎
え
る
迎
賓
館
と
も
な
っ
て
き

た
仙
巌
園
は
，
今
，
多
く
の
国
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
景
と
史
に
彩
ら
れ

た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
秋
の
一
日
，
見
ど
こ
ろ
尽
き
な
い
「
お
殿
様

の
別
邸
」
を
，
海
外
と
の
ゆ
か
り
を
見
つ
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
回
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

〔
仙
厳
園
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世界各地で活躍する鹿児島ゆかりの方からのお便りです 

世界           便り 
     

4 

～１５０年前の鹿児島県人会～ 

 

４月２４日、ロンドンのジャパン・ハウスで、岩倉使節団
１５０周年記念の日英シンポジウムが開催されました。シ
ンポジウムには、ビデ
オ・メッセージで挨拶さ
れた特命全権大使・岩
倉具視の昆孫・岩倉
正和氏、視察報告書
『米欧回覧実記』を執
筆・編纂した久米邦武
の曾孫・久米邦貞氏を
はじめ、日英の錚々た
る顔ぶれが挨拶され
る中、私もパネル・ディ
スカッションに登壇し、
鹿児島と英国のゆかり
の深さを訴えてまいりました。 

私がこのシンポジウムに登壇させていただけたのは、
ちょうど１５０年前の１８７３年（明治６年）４月にパリで撮
影された「大久保利通を囲む鹿児島県人会集合写真」
との出会いがきっかけでした。このご縁についてご紹介
いたします。 

私はロンドン大学
キングス・カレッジに
留学するため渡英し、
物理学科を卒業した
後、ロンドン大学ユニ
バーシティ・カレッジ
（ＵＣＬ）へ進み、数
学科で計算流体力
学を研究しておりま
した。伊藤博文をは
じめとする長州藩
からの留学生、い
わゆる長州ファイブ

が渡英して１３０周年の１９９３年９月、鹿児島の日英友
好協会の尽力でＵＣＬの中庭に薩摩藩と長州藩からの
留学生を讃える碑が建立され、私もＵＣＬの日本人大学
院生ということで除幕式に参列させていただきました。 

 それから２０年後、長州ファイブ渡英１５０周年の２０１３
年にＵＣＬで式典が行われることになり、英国の邦字紙
から依頼されて「英国に渡った幕末留学生 長州ファイ
ブと薩摩スチューデント」を寄稿しました。薩摩藩留学生
の渡英１５０周年の２０１５年には在英国日本国大使館
で開催された講演会「対立から友好へ：薩英関係の歴
史」で、鹿児島史学の権威・原口泉教授とともに講演さ
せていただく栄誉にも浴しました。さらにこの年には訪鹿
し、黎明館学芸員の町田剛士さんに幕末と維新ゆかり
の地を案内していただきました。 

 そして黎明館で開催されていた「幕末薩摩の留学生：
日本近代化の若き先駆者たち」展を訪れたとき、展示さ
れていた「大久保利通を囲む鹿児島県人会集合写真」
の説明文に驚かされました。そこには母方の高祖父・高
崎正風の名前が記されていたからです。この１８７３年４
月にパリで撮影された写真は「村田新八遺品保存会蔵」
とあり、岩倉使節団の理事官随行として大久保に同行し
た村田新八をはじめ１６名の鹿児島県人が写っています。
大久保と一緒にパリにいたということは、高祖父は岩倉 

 

 

 

 

 

 

使節団に随行していたのか？と思い、この写真の１６名に
ついて調べ始めました。 

すると、岩倉使節団の一員であったのは大久保と村田
だけで、ほかは、兵器開発と軍制を研究するためジュネ
ーブに留学していた陸軍大佐・大山巌、オーストリア万博
に出席した後、視察旅行を続けていた海軍少輔・川村純
義、司法省視察団の一員として欧州各国の警察を視察
していた「日本警察の父」川路利良らがおり、高崎正風
は左院視察団として英仏の議会制度を調査するため欧
州に滞在していたことがわかりました。左院とは明治初
期の立法諮問機関で、岩倉使節団と同時期に派遣され
た視察団は、議会を中心とした立法・行政の議事制度を
研究していました。 

 岩倉使節団は１８７３年３月、ドイツのベルリンからロシ
アのサンクトペテルブルクへ向かいますが、副使の大久
保は急遽帰国の途につきます。日本の留守政府で強ま
る征韓論を抑えるため、西郷隆盛を説得できる大久保に
帰国が求められたからです。帰路の途中、大久保はパリ
に立ち寄ります。パリには、使節団随行を辞して留学に切
り換え、そのまま滞在していた村田がおり、また薩摩藩留
学生のひとり、鮫島尚信が在仏公使として駐在していま
した。 

 パリに到着した大久保は、オペラ座の隣にあるホテル
「ル・グラン・オテル」（現インターコンチネンタル・ホテル）
に滞在していましたが、その斜向かいにあった写真館、ア
トリエ・ナダルで「大久保利通を囲む鹿児島県人会集合
写真」が撮影されました。アトリエ・ナダルのあったブール
ヴァール・デ・キャプシーヌ３５番地の建物は、現在は外観
の面影を残しつつ近代的なオフィスビルに建て替えられ
ています。 

 鹿児島の志士たちがパリに集ってから１５０年後の今日、
英国鹿児島県人会には30余名が参加しており、年数回
の「飲ん方」に集って交友を深めております。現在の県人
会は１９９６年に初会合が開催され、当初は駐在員が中
心でしたが、最近では永住者が多くなっています。英国と
鹿児島の交流も盛んになっており、薩摩藩留学生の渡英
１５０周年の２０１５年に始められた高校生向けサマース
クール、ＵＣＬ日本ユース・チャレンジには、薩摩スチュー
デント派遣事業として鹿児島県から高校生が参加してお
り、また２０１８年にはＵＣＬのあるロンドンのカムデン区と
鹿児島県の友好協定が結ばれています。 

 これからも英国と鹿児島のご縁が深まっていくことを願
っております。 

  清水 健（しみず たけし） イギリス・ロンドン在住 

 ロンドン大学ユニバーシティ・カレ

ッジ数学科博士課程修了。  ＮＨ

ＫとＢＢＣにて放送通訳、   科学

ジャーナリストを務めるかたわら、

日英交流史とシャーロック・ホーム

ズ学を研究している。 

 

大久保利通を囲む鹿児島県人会集合写真  

（村田新八遺品保存会蔵） 

岩倉使節団 150周年記念の

日英シンポジウム     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かごしま の 
国際交流団体紹介 

鹿児島日独協会 

 
◆鹿児島日独協会とはどのような団体ですか？    

  鹿児島とドイツ語圏との友好親善と相互理解の促進を目指して、1971年

5月に設立されました。以来およそ50年にわたり、ドイツ語圏との人的・文化

的交流を行っています。会員は現在 102名です。 

◆どんな活動をしていますか？  
また，県民の方はどのように関わることができますか？ 
年４回の例会（講演会２回、サロンコンサート、クリスマス例会）のほか、鹿児島大学との共催により、ドイツ

語圏の社会と文化に関するパネル展やドイツ総領事を招いての講演会などを開催しています。また今年から

は一般（中学生から社会人まで）を対象とした初心者向けの夏季ドイツ語教養講座も始めました。県民の皆さ

まには講演会とパネル展（無料）はもちろん、ドイツ語講座やサロンコンサート（有料）も会員同様にご参加いた

だけます。 
 

 

鹿児島市 

◆県民の方へメッセージをお願いします。 

  阿久根市出身の寺島宗則が 1862年グリム兄弟の兄ヤーコプをベルリンに訪ね

て以来、ドイツ語圏と鹿児島は 160年の長きにわたる交流の歴史があります。とりわ

け音楽や医学の分野でドイツに親しみを感じる方々も多いのではないでしょうか？ 

関心のある皆さまの例会への参加や入会（年会費 3,000円）をお待ちしています。 

 
夏季ドイツ語教養講座の様子 

サロンコンサートの様子 

鹿児島日独協会事務局 
〒890-0065 鹿児島市郡元 1－21－30  
鹿児島大学法文学部 中島（大）研究室気付  
TEL：099—285-8895  
E-Mail: nakajima@leh.kagoshima-u.ac.jp 

Facebook 

 

鹿児島市 

◆国際ソロプチミスト鹿児島とはどのような団体ですか？ 

国際ソロプチミストは1921年カリフォルニアオークランドで誕生。世界120か国
に約 66,000人の会員を有し、鹿児島クラブは 1973年認証、50周年を迎え社
会的経済的エンパワーメントをもたらす様々なプログラムを通じて女性と女児の生
活向上のために奉仕活動をする奉仕団体です。 

◆どんな活動をしていますか？  
また，県民の方はどのように関わることができますか？ 
○女性と女児の夢プログラム・夢を生きる・夢を拓く 
○大きなゴール加速プロジェクト（2021～2031）・夢をつなぐ 
○あらゆる暴力から女性と女児を守る活動 
○大学地域コンソーシアム鹿児島の参加、協賛 
○スペシャルオリンピックス日本・鹿児島への支援 
○UNHCR との連携 難民援助 災害救援 
○世界規模での自立支援南リジョンプロジェクト 
○（公財）ソロプチミスト日本財団事業 

国際ソロプチミスト鹿児島                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
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◆県民の方へメッセージをお願いします。 

   会員数 42名が奉仕活動の実現の為に県内外で様々な資金調達事業も行っ
ております。奉仕活動に興味を持たれた方、ご質問等は下記連絡先へお問い合
わせ下さい 

Facebook HP 国際ソロプチミスト鹿児島事務局 
〒890-0016鹿児島市新照院町 41-1 
城山ホテル鹿児島 517号室 
TEL;099-227-5731 FAX:099-227-5733 
Email: jimukyoku@sia-kagoshima.org 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県
か ご し ま け ん

国際
こ く さ い

交流
こ う り ゅ う

協会内
き ょ う か い な い

 

TEL：０７０－７６６２－４５４１ 
E-mail：kiasoudan@gmail.com     Facebook 

「国際交流ひろば」は，ホームページにも掲載しています。ご自由にダウンロードしてください。 
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外国人
が い こ く じ ん

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

  

鹿児島
か ご し ま

にお住
す

まいの外国人
がいこくじん

の方
かた

のための相談
そうだん

窓口
まどぐち

で

す。生活
せいかつ

,在留
ざいりゅう

資格
し か く

,労働
ろうどう

,医療
いりょう

,福祉
ふ く し

などで困
こま

ったこ

とがありましたら,お気軽
き が る

にご相
そう

談
だん

ください。 

対応
た い お う

言語
げ ん ご

 ：

 説明会では、協力隊員との

オンライン交流や個別相談会

などを実施します。和やかな

雰囲気の説明会となっており

ますので、ぜひお気軽にお越

しください。 

JICA デスク鹿児島 担当:仮屋 TEL:090-7167-4238 (公財)鹿児島県国際交流協会内 

JICA デスク鹿児島からのお知らせ！ 

～JICA 海外協力隊 202３年度秋募集がもうすぐ始まります！～ 

JICA 海外協力隊とは、JICA（独立行政法人国際協力

機構）が派遣する海外ボランティアのことです。隊員は２

年間、開発途上国で現地の人々と共に生活し、同じ目線で

途上国の課題解決に貢献する活動を行っています。帰国後

は、日本をはじめ様々な国や分野で、経験を生かした貢献

が期待されています。約 200 の職種の中からきっとあな

たにできる国際協力の形が見つかるはずです。     

「人生なんて、きっかけひとつ！」 

＜JICA 海外協力隊説明会＞ 

①11 月12 日(日) ②11 月26 日(日) 

時間：14:00～16:00 時間：14:00～16:00 

会場：イオンタウン姶良 

(西街区 2 階タウンホール) 

会場：天文館図書館 

(交流スペース:階段付近) 

相談は随時受付中！

QR コードより、お

申込下さい。 

mailto:kiasoudan@gmail.com
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